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大潟中学校部活動運営方針 R3.11.1

Ⅰ 大中における部活動の意義

１ 「生きる力」が育ち，豊かな学校生活の実現につながります。

２ 自主性，協調性，責任感，連帯感などが育ち，努力による達成感を実感できます。

３ 異年齢交流などにより，自己肯定感が育ち，コミュニケーション能力が高まります。

Ⅱ 休養日・活動時間等について

１ 休養日・活動時間等の基準

成長期にある生徒が，部活動，食事，休養及び睡眠のバランスのとれた生活を送る

ことができるよう，「運動部活動運営・指導の手引」（平成３０年８月秋田県教委）

「文化部活動運営・指導の手引」（平成３１年３月秋田県教委）及び「学校に係る運

動部活動の運営方針」（平成３０年１０月大潟村教委）を踏まえて，以下の基準を定

める。

（休養日）

(1) 学期中は，週当たり２日以上の休養日を設ける。

① 平日は原則として水曜日を休養日とする。「家庭の日」である第１，第３，第５

日曜日を原則として休養日とする。第２，第４週については，土曜日又は日曜日の

いずれか１日を休養日とする。

② 大会参加等で土，日ともに活動した場合，翌週の平日に休養日を一日振り替える。

③ 長期休業中の休養日の設定は，学期中に準じた扱いとする。

（活動時間及び完全下校時刻）

(2) １日の活動時間は，長くとも平日は２時間程度，学校の休業日は３時間程度とする。

また，各期間における活動時間及び完全下校時刻を以下の通りとする。

期 間 活動時間（Ａ日課・特Ａ日課共通） 完全下校時刻

４月から１０月 放課後～１８：４０ １８：５０

１１月から３月 放課後～１８：２０ １８：３０

なお，中総体前の強化期間や上位大会への出場などにより強化練習を要する場合は，

事情を勘案し，校長が部活動の練習時間等を最終判断する。

（定期テスト前の部活動休止日）

(3) 原則として，定期テストの４日前から全ての部活動を休止し，学習に集中できるよ

うに配慮する。なお，定期テストと中体連や吹奏楽連盟主催の大会，コンクール等の

日程が重なった場合は，実情を勘案し，校長が適切に部活動休止日を設ける。
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２ 参加する大会，コンクール等の精査

校長は，教育上の意義や，生徒や指導者の負担などを勘案し，参加する大会等を精

査する。

３ 部活動の活動計画

指導者は適切な活動日数や活動時間を計画的に設定し，生徒や保護者に活動の見通

しをもたせながら，部活動を展開するよう努める。

□各月の予定表を作成し，月初めに保護者や部員に配付する。

□職員室カレンダーの下に，各月の活動予定表を掲示し，全職員に周知する。

Ⅲ 合理的かつ効率的・効果的な活動の推進

１ 適切な指導

(1) 指導者は，適切な休養の必要性及び過度の練習がケガ等のリスクを高め，必ずしも

体力や技能の向上につながらないことなどを正しく理解し，指導に当たる。

(2) 指導者は，部員とコミュニケーションを十分に図り，個々の目標を達成できるよう

に，新しい練習方法等を積極的に取り入れ，短時間で効果が得られる指導に努める。

(3) 個々の部員の発育について十分理解し，能力，体力に合った運動を行わせるととも

に，心身の状態に関する正しい見識を得た上で指導に当たる。

□担当者は，原則として活動場所で指導に当たる。

□部員の活動状況を把握するとともに，部員が集中して活動できるよう練習内容を工夫する。

２ 自主的，自発的な活動の推進

(1) 指導者は，「誰が，何を，いつ，どこで，どのように行えばよいのか」などを部員

及び保護者に具体的に説明し，部員が自主的，自発的に活動できるように努める。

(2) 指導者は，部員同士で部活動の目標や練習内容，練習への取り組み方などについて

話し合うことを通して，目標達成や課題解決のために必要な取組を考える力や，行動

力，協働性を育成できるように指導を重ねる。

□主な大会の前後に，部活動ごとに部活動休止日などを活用して計画的にミーティングを行う。

□部活動の担当者，主将，部長によるミーティングを定期的に行う。

３ 指導者の資質向上

(1) 指導者は，協調性や責任感，規範意識の涵養などについても適切な指導を行う。

(2) 指導者は，講習会等へ積極的に参加し，指導者同士が指導資料を共有できるように

するなど，資質向上に努める。

４ 生徒のニーズを踏まえた活動環境整備

部活動に参加する目的は，競技力や技能の向上，体力作りなど，個々により多様で

ある。したがって，本校では，生徒の実情を把握した上，多様なニーズに応じた活動

ができるよう，部活動の活動環境の整備に努める。

(1) 既存の部活動の伝統を守るとともに，部活動の意義を具現するために，既存の部活

動の維持と充実を優先する。

【既存の部活動】

野球，剣道，卓球，バレーボール（女子），吹奏楽

※駅伝 「八郎潟干拓駅伝大会」等への出場を目指し，中総体後に発足し活動する。



- 3 -

(2) 既存の部活動以外の活動を希望する生徒がいた場合は，次のように対応する。

① 中学校体育連盟（中体連）等に属さない活動の場合は，学校として，その活動を

把握した上で，大会の結果等を全校生徒に周知し，生徒の自己肯定感の向上などに

努める。（例：ボート，硬式テニス，フェンシングなど）

② 中学校体育連盟（中体連）に属する活動の場合は，大会参加に当たり，学校職員

の引率が必須条件となるため，中体連主催の大会への参加に当たっては，学校職員

が引率者として帯同する。（例：スキー，陸上，水泳，体操など）

③ 活動の許可については，令和元年度の「部活動の在り方についての検討会」で決

定したことに基づき，入部希望の状況や部員の状況，指導体制等の変化を考慮し，

毎年，部活動運営委員会で検討する。

Ⅳ 適切な運営のための体制整備

１ 部活動の運営について話し合う機会の設定

部活動の適切な実施のため，部活動の取組を振り返り，状況に応じて改善していく

ために，校長が必要と判断した場合には，教職員，保護者，外部指導者，地域のスポ

ーツ関係者，医療関係者等を加えて対策などについて協議する。また，競技上，必要

な用具やウェア等を購入する場合は，担当者，保護者及び外部指導者等の共通理解の

もとに手続きを進めるものとする。

２ 複数顧問制の推進

複数顧問制は，指導者それぞれの負担を軽減するだけでなく，部員や保護者からの

相談への対応や救急時の対応等，一人では困難な状況を，カバーし合うことが可能と

なるなど，生徒指導の観点からも有効である。したがって，当該年度における学校の

実情に応じて積極的に推進する。

３ 練習場所

練習場所については，次の場所を基本とする。

□野 球：本校野球場 ※雨天時及び冬期間…本校体育館，多目的ホール他

□剣 道：柔剣道場 ※火・木は，村民体育館（剣友会）

□バレー：本校体育館

□卓 球：多目的ホール

□吹奏楽：音楽室，各教室，特別教室等

Ⅴ 部活動の事故防止

１ 事故防止のマネジメント

(1) 安全管理・指導体制

① 部活動を安全に行えるよう，教職員等による安全管理体制を構築する。

② 活動の前に部員の健康観察を適切に行い，体調不良の部員には適切に対応する。

③ 生徒自身が，日頃から自分の健康管理について関心や意識をもてるよう指導する

とともに，適切な休養と栄養・水分の補給に留意させる。
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④ ＡＥＤの場所を確認し，緊急時に対応できるようにする。

（中学校玄関，体育館東非常口付近に各1台設置）

(2) 施設・設備・用具等の安全管理

① 施設，設備，器具，用具の定期点検を日頃の活動の一部として習慣付ける。

② 設備等の使用については，正しい手順に従って行い，事故がないよう注意する。

(3) 環境条件に応じた配慮

① 気温，室温等に応じ，十分な水分の補給や休憩時間を確保し，活動における部員

の体調の変化に留意する。

② 気象庁が「高温注意情報」を発表した時間帯は，原則として屋外での活動を行わ

ない。練習実施の判断をする際には，熱中症を未然に防止するため，「環境省熱中

症予防情報サイト」の「熱中症警戒アラート」の指数などを有効に活用する。

２ 生徒の移動に係る交通安全対策

生徒の移動は，公共交通機関の利用が基本原則であり，やむを得ない事情等で自家

用車や大型バス等を使用する場合には，次の事項に留意する。

(1) 事前に保護者の了解を得ること。

(2) 運転者には運転熟練者など，運転者として適格な者を充てること。

(3) 運転者の健康状態に十分留意するとともに，過度なスケジュールや走行距離になら

ないよう配慮し，安全運転を心掛けること。

(4) 使用車両は，法定の検査及び点検，並びに日常の整備点検を確実に実施すること。

また，任意の自動車保険（対人・対物・搭乗者等）に加入すること。

(5) 乗車の際は，シートベルトを確実に着用させること。

(6) 一日の移動距離は，おおむね３００ｋｍまでとし，運転時間の合計は５時間までと

すること。

Ⅵ 地域人材の活用

１ 運営方針の共通理解と研修について

(1) 地域人材活用に当たっては，部活動が学校教育の一環として行われる活動であるこ

とを踏まえ，校長が「部活動運営方針」等を事前に十分に説明し，理解を得た上で指

導に当たってもらう。

(2) 体罰やハラスメントの根絶，服務の遵守など，部活動の運営・指導に関する研修を

定期的に実施し，学校教育に携わる者としての意識と見識を高めることに努める。

２ 外部のスポーツ諸団体等との連携について

(1) 生徒が所属する外部のスポーツ諸団体等の活動方針や安全対策等の活動状況を把握

し，生徒が学校の部活動と外部のスポーツ諸団体の両方に所属する場合は，生徒の健

康や体力面で過重な負担にならないよう指導する。



- 5 -

(2) 活動が学校の管理下で行われる部活動であるのか，それ以外の活動であるのかを明

確にするとともに，責任の所在を明らかにし，生徒本人や保護者に周知徹底する。

＜学校の管理下外の活動に関する取り決め（内規）＞

① 原則として，保護者又は保護者が依頼した外部指導者が，日常的な活動の指導に当たる。

② 練習場所は，中学校の校地外を原則とする。但し，村内施設を利用できない場合やその他

やむを得ない事情がある場合は，保護者又は保護者が依頼した外部指導者が活動を見守るこ

とを条件として，中学校のグラウンド等の借用を許可することがある。

③ 雨天時又は冬期間の活動場所については，安全面並びに学校管理上の問題が想定されるた

め，中学校の校舎及び中学校の部活動が放課後に使用している体育館エリアの借用は，基本

的には許可しない。

Ⅶ 体罰・不祥事等の防止

１ 体罰・ハラスメントの防止

(1) 体罰が「厳しい指導」として正当化されることはあってはならない。

(2) セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントと判断される不適切な言動は

あってはならない。

(3) 指導者は，指導的立場にいることにより，生徒に対して上位の権力をもつことを自

覚すること。

(4) 「運動部活動運営・指導の手引」（平成３０年８月秋田県教委）及び「文化部活動

運営・指導の手引」（平成３１年３月秋田県教委）に則り，生徒の心身の健康管理，

事故防止及び体罰・ハラスメント根絶を徹底する。

(5) 指導者は，自らの指導について振り返り，その改善に努める。

２ 部活動運営上の経費等について

(1) 部活動の運営等に係る経費については，年間計画に基づいて，適切な運用と明朗な

会計を行う。特に，保護者からＰＴＡ会費として集金した部活動に係る会計の管理は

管理職等が定期的に確認を行う。

(2) 直接的な金銭のやり取りがなくても，指導者の立場を利用して，便宜供与や物品を

受領すること，もしくは提供することはあってはならない。

Ⅷ 活動時の環境整備

１ 使用した教室等について

部活動の練習後，及び練習試合等で他チームが来校した際は，使用した教室や

トイレを確認し，整理整頓を心掛ける。また，必要に応じて，生徒や保護者が協

力して清掃を行う。

２ 使用トイレについて

(1) 練習試合等で他チームが来校した際の使用トイレに関しては，体育館トイレ及び１

階３年トイレのみとする。

(2) トイレの照明は常時「自動」にしておく。また，トイレの暖房は，冬期間に限

り常時「オン」にしておく。
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Ⅸ その他

１ ヘリコプターについて

本校グラウンドは，防災活動時のヘリコプターの臨時発着場になっていること

を踏まえ，有事の際は生徒の誘導と安全確保を適切に行う。なお，ドクターヘリ

に関しては，ホテルサンルーラル大潟の広場と大潟村多目的グラウンド（サッカー

場兼ラグビー場）が発着場になっていることを理解しておく。

２ 禁煙・火気使用等について

校地内は禁煙とする。また，火気使用及び飲酒も厳禁とする。練習試合等で他

チームが来校した際は，チームの保護者にも理解と協力をお願いする。

３ 火災報知器の誤作動について

火災報知器が誤作動した場合は，次のように対処する。

(1) セコムに連絡し，誤作動であることを伝える。 TEL 018－855－5850

(2) 部活動担当，または教頭に連絡する。

本方針は，平成３１年４月１８日から適用する。 令和３年１１月１日一部改訂。


